
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
地
球
温
暖
化
」
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
に
防
止
す
る
か
と
い
イ
メ
ー
ジ
だ

が
、
山
形
県
で
は
平
成
２２
年
３
月
に
「
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
農
林
水
産

研
究
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、「
適
応
策
」「
防
止
策
」
に
加
え
、「
活
用

策
」
に
つ
い
て
も
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。 

温
暖
化
が
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
進
む
と
仮
定
す
る
と
、
２
０
６
０
年

代
に
は
飛
島
を
含
む
山
形
県
庄
内
地
域
が
カ
ン
キ
ツ
類
な
ど
の
栽
培
適
地
と

な
る
と
の
予
測
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
各
種

暖
地
型
の
品
目
に
つ
い
て
、
本
県
へ
の
導
入
の
可
能
性
の
検
討
を
開
始
し
た
。 

そ
こ
で
、
庄
内
総
合
支
庁
産
地
研
究
室
で
は
、
平
成
２２
年
、
酒
田
市
飛
島

に
温
州
み
か
ん
、
す
だ
ち
、
タ
ン
ゴ
ー
ル
、
ゆ
ず
、
レ
モ
ン
の
５
種
類
を
定

植
し
た
。
最
初
の
２
年
程
度
は
、
木
を
育
て
る
た
め
、
花
は
摘
み
取
り
、
果

実
は
実
ら
せ
ず
、
３
年
目
以
降
徐
々
に
実
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
。
５
年
目

の
昨
年
度
は
全
て
の
樹
種
に
実
が
な
り
、
収
穫
が
で
き
た
。
収
穫
時
期
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
栽
培
地
よ
り
も
遅
く
、
ス
ダ
チ
は
９
月
中
下
旬
、
タ
ン
ゴ
ー
ル

や
レ
モ
ン
は
３
月
に
収
穫
と
な
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
は
、
ス
ダ
チ
は
生
育
が
順 

調
で
品
質
も
良
好
で
あ
っ
た
。
温
州
み
か
ん
や
タ 

ン
ゴ
ー
ル
は
、
酸
っ
ぱ
く
食
味
不
良
で
あ
っ
た
。 

 
地
球
温
暖
化
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ 

ば
か
り
だ
が
、
「
活
用
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て 

は
、
新
た
な
試
み
も
生
ま
れ
て
く
る
。
山
形
の
カ
ン 

キ
ツ
類
が
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、 

注
目
し
て
い
き
た
い
。 
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※持続的な産地の確立に向けた生産現場における 

技術的リスクマネジメント(農林水産省HP) 

飛島が温暖な気候といっても冬はやはり厳しい・・・ 

越冬するためには、樹全体を雪囲いする必要がある。 

この作業や施肥、薬剤防除などの栽培管理は、庄内総合支庁産

地研究室で行っている。 

 飛島柑橘類についての問い合わせ先 庄内総合支庁農業技術普及課産地研究室 0234-91-1250 

◎水稲・畑作物への影響 

 ・高温による収量の減少や品質低下 

 ・病害虫や雑草発生様相の変化 

◎果樹への影響 

・高温による開花時期の変化 

・高温による休眠覚醒時期の遅延 など 

◎水への影響 

 ・積雪減少による河川水位変化 

 ・海面上昇による排水機能の低下 など 

 ※農業農村整備における地球温暖化対応策のあり方(農林水産省HP)

カンキツ類の花というとなかなか見ることがなくイメージがな

いが、ほとんどが白い花を咲かせる。また、種類によっては、花

の時期から良い香りがするものもある。 

１３ 

 

・酸味、香りが強いカンキツ類。 

・料理の調味料や薬味として焼き魚等に果汁を絞って使用されている。ジュース等の加工品もある。

・クエン酸やビタミンＣが多く含まれ、疲労回復、食欲増進、風邪予防や美肌に効果がある。 

★近い将来、庄内浜の魚に山形県産スダチを添えて食べる日がやってくるかも!! 


